
年 組 名前

静岡新聞で学ぼう ２０２３年９月８日

作問者：ＮＩＥアドバイザー 伊藤 大介

（静岡聖光学院中学校・高校 教諭）（中学校～高校／社会、総合）

①企業版ふるさと納税制度を活用した２０２２年度の県内
自治体への寄付額のうち、裾野市の金額とはいくらか。

②裾野市への寄付額が全国の自治体別でトップであり、県内全体の８割近くを占めているのは、なぜか。
次の語句を必ず使って、説明しなさい。 ＜ 実証都市 ＞

③小山町や東伊豆町なども企業からの寄付額が増えたことが記事から読み取れる。これらの自治体に共通
していることは、何か。

（ ）

④企業版ふるさと納税は、企業側と自治体側で今後どのような利点があると考えられるか。

記事を読んで、問いに答えなさい。

（ ）
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②裾野市への寄付額が全国の自治体別でトップであり、県内全体の８割近くを占めているのは、なぜか。
次の語句を必ず使って、説明しなさい。 ＜ 実証都市 ＞

（例）裾野市で次世代技術の実証都市「ウーブン・シティ」を建設するトヨタ自動車などから寄付を受けた
から。

③小山町や東伊豆町なども企業からの寄付額が増えたことが記事から読み取れる。これらの自治体に
共通していることは、何か。

（例）首長や役所全体が力を入れた営業活動を展開したため。

④企業版ふるさと納税は、企業側と自治体側で今後どのような利点があると考えられるか。

（例）寄付した企業は税負担が軽減されたり、自治体は地域の環境整備に寄付を生かしたりと地域課題を
解決するために自治体と企業がより深い関係を構築できること。

記事を読んで、問いに答えなさい。

（ １５億４６３１万円 ）

解答例


